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( 1 ) 石坂音四郎「他人ノ過失ニ封スル責任」新報20巻B号 (1910)20-21頁。同「改纂
民法研究(下)~ (有斐閣 1920年)所収。
( 2 ) 石坂・前掲注 (1)21頁。
( 3 ) 石坂・前掲注 (1)21頁。
(4) 石坂音四郎「他人ノ過失ニ封スル責任(承前)J新報却巻9号(1910)27-28頁。
(5) 石坂・前掲注 (4)29頁。




38 無過失責任論と危険責任論の現状と課題(1 ) (菅沢)














































東北法学第54号 (2020) 39 






















































東北法学第54号 (2020) 41 
(65) 平野義太郎「損害賠償理論の護展」小林高記編『牧野先生還暦祝賀論文集法律
における思想と論理~ 138頁(有斐閣 1938年)(平野義太郎『民法におけるロ マ
思想とゲルマン思想〔増補新版H 313頁以下(有斐閣 1970年〕所収入
(66) 平野・前掲注 (65)139頁。
(67) 平野・前掲注 (65)155-163頁(有斐閣 1938年)。損害の社会的分担についての記
述は、平野義太郎「危殆責任と免責事由として白不可抗力反謹ーとくに自動車災害
に即して」民商 6巻 6号 (1937)1014、1015、1016、1023-1024頁(同『民法に於け
るローマ思想とゲルマン思怨〔増補新版H 365頁以下(有斐閣 1970年所収)にも
見られる。












(8日) 加藤・前掲注 (68) 自、 13、23頁。









(85) 中原・前掲注 (60)38頁。さらに石川・前掲注 (82)339-340頁参照。
(86) 中原・前掲注 (60)38頁。
(87) 四富和夫「現代法律学全集10 事務管理・不当利得・不法行為(中)~ (青林書院
新社 1983年)255-256頁、鈴木禄弥『債権法講義四訂版J (創文社 2001年)41頁、
窪田充見『不法行為法j (有斐閣 2007年) 9 -10頁、藤岡康宏ほか『民法町債権各
論〔第3版補訂)J215頁〔藤岡康宏) (有斐閣 2009年)、潮見佳男『不法行為法I
[第2版H (信山社 2009年) 6-7頁、大村敦志「基本民法I [第2版]債権各論」









(93) 川村・前掲注(目的 109頁(注 1)。
(94) 川村・前掲注 (88)107頁。
(95) 川村・前掲注 (88)122-125頁。





(l0l) 浦川道太郎「ドイツにおける危険責任由発展 (1)J民腐70巻3号 (1974)472頁。
(1皿) 浦川道太郎「ドイツにおける危険責任の発展(3・完)J民商70巻 5号 (1974)
792頁。

























































(17) 浦川・前掲注 (11)616頁(注 6)。また、この注ではドイチュ白文献と共に川
村白文献も挙げられている。
